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l空間的移動を表す｢動詞+テクル｣｢動詞+

テイク｣LI i i l一 日中対照研究の視点から- 淡江大草専任講師鍾 慈 馨

-.は じめに日本語では､ ｢動詞+テクル ｣とr動詞十テイク｣の形で､話膚 とす

る事物 ･事柄が､空間的 ･時間的又は心理的に､話 し

手に接近 した り､或いは話 し手から遠 ざかった りする状況を表わす

ことができると言われている｡ (注1)例えば､田中さんは部屋の奥から

坦三遷きしを｡ (空間的接近)田中さんは何も言わずに外-出

ていきま●した｡ (空間的逮離)世界情勢を何年問にわたって､見てきましたO

(時間的接近)どうなるか分か りませんが､もう暫 らく様子

を見ていきますO (時間的遠離)その顔がみるみるうちに笑顔甚

なってくるo (心理的接近)その顔がみるみるうちに笑顔 にをってタ､くO

(心理的遠離)しかし､ ｢動詞+テクル｣ ｢動詞十テイク｣の表現を考察 してみると

､それは動詞及びそのテ形につく ｢クル｣ ｢イク｣ の組み合せによって､空間的移動 ･時間

的推移 ･心理的敷きを表わすことができるのみならず､ ｢テクル｣ ｢テイク｣の前に

つ く動詞そのものの性質の違いによっても､話題 とする事物や事柄がそれぞれ違った状態

において空間的 ･時間的 ･心理的動きを表わすことができると考えられる｡本稿では､その

うちの空間的移動に焦点をしぼって､日本語動詞の性質の違いで r数詞+テクル｣ ｢数

詞十テイク｣表現の意味はどう遣っていくのか､そ して､中国語話者には

どう理解されているのか､それを中国語と対照 し

ながら､さぐっていくことにする｡二.空間的移動(-)移動性を持つ動詞 と移動性

を持たない動詞日本語 ｢数詞十テクルJr動詞+テイクJの形式で表わす空間的移動表現にかかわる

｢テクル｣｢テイクJの前につ く助詞には移動性を持つ ものとそ
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(ーⅠ類動詞 :走る､歩く､出る､泳ぐ､飛ぶ､転がる､寄る､帰る､入る､近

寄る､移る､逃げる､通る--｡ (移動性を

持つ)Ⅱ類動詞 :置く､聞く､休む､泊まる､壊す､知 らせる､残す､洗 う､見る､預

ける､忘れる､飲む-･･｡ (移動性を持た

ない)Ⅲ類動詞 :買う､持つ､もらう､送る､借 りる､連れる､抱く､拾 う､着る､

奪う-｡ (移動性を持た

ない)上に述べだ動詞の例から､明らかであることは､Ⅰ類の動詞はいずれもA場所か

らB場所に移るという空間的に移動する性質を持っているのに対して､Ⅱ類とⅢ類の動

詞は移動する性質を持たないものである｡ Ⅰ類の動詞で例文を作ると次のように

なる｡Ⅰ類

動詞文○歩いて

くる｡○歩いて

いくoO帰って

くるoO帰って

いく｡○入って

くる｡○入っていく｡ 〔走東 ｡ 〕 (注2) (

注3)〔走去

｡〕〔回来o

〕〔回去

｡〕〔進東

｡〕〔進去

｡】Ⅰ類の移動性を持つ動詞に ｢クル｣或いは ｢イクJをつけると､移動する動作

･行為に方向性が示される｡即ち､話 し手に動作 ･行為が接近する時に r動詞+テクル ｣

が用いられ､話し手から遠ざかる時に ｢動詞+テイク｣が用いられるIo同じような事柄を

中国語で表現すると移動動詞の後ろに日本語の ｢クル ｣にあたる 〔東)､ ｢イク｣にあたる

〔去〕或いは 〔走〕をつけると､ ｢クル｣や ｢イク｣と同じように､接近する､又は､遠

ざかることを表わすことができる｡したがって､似ている言語形式なので､中国語を母語

とする学習者にはⅠ類動詞の ｢動詞十テクル ｣ ｢動詞+テイク｣表現を理解することには

問題は生じ

ない｡Ⅰ類の動詞と遮って､Ⅱ類とⅢ類の動詞は移動性を持たないもので､テ形の後ろ

に ｢クル｣或いは ｢イク｣をつけると､移敢性を持たない動作 ･行革に続き､ ｢来る｣

或いは｢行く｣の動作 ･行為が行われることになるOⅡとⅢの動詞で例文を作ると次 のようにな

る｡Ⅱ額

動詞文△財布を置いてくる｡ (注4)
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■｢△財布を置いていく

｡△場所を

聞いてくるO△場所を聞

いていく｡△皆に知ら

せてくる｡△皆に知ら

せていく｡Ⅲ類動詞文

○パンを買ってくる｡

○パンを買っていくoO

本をもらってくる｡〇本をもらっていく｡○子どもを連れてくるoO子どもを

連れていくO以上の例文から､それぞれの文には二つの動作･行為が並べられていることが観

察できるO例えば､ ｢財布を置いてくる｣の文には ｢財布を置いて｣それから r来

る｣､そして ｢パンを買ってくる｣の文

には ｢パンを買って｣それから ｢来る｣という順序で両方の文とも二つの動作 ･行為が並ぶの

である｡し̀かし､Ⅱ類とⅢ類の動詞は両方とも移動性を持たないものであ

るが､異なった文の目的語と動詞の組み合わせによって､Ⅱ類とⅢ類の動詞文の性質は違

ってくるOⅡ類と皿類の動詞の例文から､次のようなことが分かるoⅡ類の動詞文には

単に連続 して行われる二つの動作 ･行為であるのに対 して､Ⅲ類の動詞文は､最初の動

作 ･行為が行われ､そして r来る｣或いは ｢行く｣の動作 ･行為が進行されると同時に､

目的語であるものが､動作主によって､何らかの方汝で話 し手の方に接近するか､或いは話

し手の方から遠ざかっていく意味が含まれている｡例えば､ ｢パンを買ってくる｣の文

は rパンを買って､そして､そのパンを持ってくる｣ということで､それから ｢子どもを連

れていく｣の文は ｢子どもを連れて､そして､同時に動作主もその子どもも同じ場所にいく｣という

ことであるoなぜ同じ移動性を持たないⅡ類とⅢ類の動詞を二つに類分けするかと

いうと､中国語話者にはⅡ類とⅢ類の動詞文をまったく違った音語義現と理解 していると思われるから

であるO 日本語の具体例､及び同じような事柄での中国語表現を
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iiZ(1)△ ｢奥さん､どうして品物を置いてきたんですか

｡ ｣〔太太､為什磨把東西放在那婁不傘

鳴?〕1･LLJ ･- i r配達を頼んだからで

すO｣〔請人常我送達｡〕 (『ヤンさんと日本の人々』pl

lO)(2)△田中さん､すみませんが､明日の集合辱間を野いてきてくだ

さい.〔田中先生､封不起､請常我去間一下明天的集合

時臥 〕(3)△すみません､財布を家に萎れ貫き革した早

〔筏封不起､鎮包忘在家養了

｡〕(4)△教科書の第一章を予習してき重 き早O明日テス トをし

ます.〔遵選畳課本的第一牽､明天小考

｡〕(5)○飲物を飲んでき

ます｡〔(我とを墜(柿)飲料革過度

｡〕(6)○ トイレで洗ってき

ます｡〔我星洗手間洗一洗再過東

O〕(7)△その人は急いでいたようで､さっき降りる時に､傘を電車に忘れていっ

てしま三三

も__〔那個人好使役勿忙的綾子｡剛才下草的辱侯､把傘墨変電車上

｡〕(8)△あの公園にはたくさん野良犬がいるそうで､毎朝､多くの人がそこを通る

時に食物を公園の入口に置いていき

ます｡〔那個公園聴説有根多野狗､毎天草上有彼多人経過時食把食物遊星公

園入口慮

｡〕(9)△田中さん､今 日帰りに一杯飲んでいきませ

んか｡相 中先生､今天回家的時候､要不要圭旦一杯

嘱?〕(10)○ここでちょっと休んでいきまし

ょう｡〔在這裏埜冬二骨男声去把

｡〕(ll)○今夜一晩泊まっていきな

さい｡〔今晩請在道真住一存再走

｡〕Ⅲ類

数詞文(12)○子供たちは海岸に落ちた貝殻を拾って

きた｡〔孫子僧重 臣ヱ(一些)捧在海岸的貝凱 〕
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[~ r- (ー(13)○ボランティア措勤に興味があるので､今度友達を噂れて%:卑

生から､話を聞かJ

せてくださいoJ 〔因為封於義工活動有興趣､下一次我食畳朋友薮､諦(再放

我僧)聯々｡〕(14)○クラスメー トは学科の事務室から本を教室に運

んできS:』皐や〔同率把審査系妨公室

数塑教室丞O〕(15)○鳥屋はなにか新 しい鳥が手に入ると､黙って彼のところ-持って来る｡

(『禽獣』)〔膏鳥的如農一有什麿新的鳥到手､洗骨不撃不響地把鳥

星到地道貴重タ〕(16)○東京に行くのなら､ついでにこの手紙を田中さんに持っていっ

てくれませんか｡〔如果去東京的話､能不能順便常我転達封信望圭

給田中先生 ?〕(17)○浅さ客様を駅

まで送っていくO〔把客

人遷圭 牽強｡〕(18)○田中さんの誕生日だから､途中でプレゼン トを

買っていきます｡〔因為是田中先生的生 日､在(去的)

路上星嘩物塾も 〕(19)○張さんは中日辞典を獲 り千

いきまLを｡〔張同畢把中日

辞典壁塵工｡〕(20)○子供は十円玉を拾

っていきましたO〔小該把那個+塊

鏡銅板垂直ヱタ〕以上の日本語例文とそれに対応する中国語文から､次

のことがわかるoa.Ⅱ類の動詞文における r動詞+テクル｣r動詞+テイク｣に対応す

る中国語の表現には動詞の後ろに ｢クル｣と ｢イク｣に相当する 〔束〕と 〔去〕或い

は 〔走〕を使 うものと使わ

ないものがある｡b.Ⅲ類の動詞文における ｢動詞+テクル｣｢動詞+テイク｣に対応す

る中国語の表現には動詞の後ろに ｢クル｣と ｢イクJに相当する 〔来〕と 〔去〕或い

は 〔走〕という方向補語

が必ず使われるoc.Ⅱ類の数詞文の中国語表現には数詞の後ろに 〔乗〕や 〔去〕或いは

〔走〕を使 うものと使わないものがある理由は､文脈において､Ⅱ類動詞の動作 ･行

為が行われ､そ して､その後ろに続 く rクル｣､ ｢イク｣の動作､行為には問題にさ

れるものとされないものとが

あるからである｡d.Ⅱ類の動詞文に対 し､Ⅲ軒の動詞文の ｢動詞十テクル ｣や ｢動詞+テイク｣に対応す
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る中国語表現には､Er類動詞の後ろに日本語の ｢クル｣に相当する 〔東〕や ｢イク｣

に相当する 〔去〕､ 〔恵)の方向補語が使われるo動作主が動作 ･行為を行い､そし

J て目的語であるものがその動作､行為によって､動作主と暫 らく離れないような状態

で話 し手の方に近づく或いは遠ざかる表現には､中国語ではⅢ類の動詞の動作 ･行為

の後ろに 〔東〕や 〔去)､ 〔走〕をつけたほうが自然である｡ したがって､これは似

た言語形式であるため､中国語を母語 とする学習者にはⅢ類の動詞の｢動詞+テクル J

r動詞十テイク｣表現において､違和感を感 じない｡

(ニ)Ⅱ類動詞の ｢動詞+テクル｣ ｢動詞十テイク｣表現

正類動詞の ｢動詞+テクル｣｢動詞+テイクJ表現を中国語にするとⅡ類数詞の後ろに

rクル｣と rイク｣に相当する 〔東〕と 〔去〕､ 〔走〕のつくものとつかないものがある

ことは上に挙げた例文で分かる｡それは､中国語話者には､母語の干渉で､日本語の∬類

動詞の ｢動詞+テクル｣｢動詞+テイク｣表現の ｢テクル｣ ｢テイクJを場合によって脱

落する傾向があるからと思われる｡そのため､中質語話者はどのような文脈には､ ｢テク

ル｣ ｢テイク｣を脱落する傾向が見られるか､どのような文脈には ｢テクル｣ ｢テイク｣

を脱落する償向がないか､中国語話者の根底にある認識を明らかにする必要がある｡

(≡)Ⅱ叛動詞の r動詞+テクル｣表現

日本語では動作主がある動作 ･行為を終え､話 し手や聞き手に近づ くような状況を r動

詞+テクル ｣で表現する.-方､日本簿と違って､中国語では､･文脈では動作主がある

動作 ･行為を終え､動作主が話 し手や聞き手に近づくようなことが提示されていても､

動作主が何かの理由で来ることを話 し手が聞き手に知 らせるような場合でない限 り､中

国語では 〔Ⅱ類動詞+乗〕の表現は使わない｡例えば､前に挙げた例文(1)(2)(3)Q

(1)△ ｢奥さん､どうして品物を置いてきたんですか｡｣

〔太太､為什磨把東西放在那姦不傘嘱 ?〕

｢配達を額んだからです｡｣

〔我請人翠我送｡〕 (『ヤンさんと日本の人々』pllO)

(2)△田中さん､すみませんが､明日の集合時間を聞いてきてください｡

〔田中先生､封不起､請常我去問一下明天的集合時臥 〕

(3)△すみません､財布を家に忘れてきましたO
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■ 〔彼封不起､鏡包忘在家裏了｡〕

下線の部分はいずれも中国語でⅡ類動詞の後ろに 〔乗〕を使わない｡中国語話者には下

線の文は単なる一つの動作 ･行為が完了したと理解 し､ 〔束〕はⅡ類動詞の後ろには現

れない｡ しかし､動作主が何かの理由で来ることを聞き手に知 らせるような場合 となる

と､Ⅱ類動詞の後ろに 〔東〕の動詞が用いられる｡例えば､

(21)○友人とレス トランで食事をしています｡うっかりして､醤油を洋服にこぼ しまし

た｡友人に ｢トイ レで洗ってきます｡J と言いました｡

(22)○同じクラスの友達五､六人とバスケットボールをしている途中､のどが渇きまし

たO友達に ｢軽率物を飲んでき要す,｣ と言いましたO

下線の文はいずれも中国語で 〔東〕を使 うO 〔垂塵二洗､再退室｡〕 〔圭喝頗墾 撃､再

過東｡〕前後の文脈関係から明らかであるように､二つの文とも､ ｢来る｣ことが発話

の重点であり､聞き手が気になるだろうと意識 し､戻ってくることを知 らせるわけで､

｢クル ｣の前に出るⅡ類動詞が表す動作 ･行為は単にどういう状態で ｢来る｣かを説明

する役割をはた している｡例えば､ ｢洗ってくる｣は ｢洗ってからの状態で来る｣､ ｢飲

んでくる｣は ｢飲んでからの状態で来るJということになる｡ したがって､中国語では

動作主が何かの理由で ｢来る｣ことを話 し手が聞き手に知 らせるような状況でないかぎ

り､ 〔ヱ類動詞+東〕表現は使わないO

(四)Ⅱ類動詞の ｢動詞+テイク｣表現

日本語では動作主がある動作 ･行為を終え､話 し手や聞き手から遠ざかっていくよう

なことを ｢数詞+テイク｣で表現することができるO-方､中国語では､文脈に動作主

がある動作 ･行為を終え､動作主が話 し手や聞き手か ら遠ざかっていくようなことが提

示されていても､動作主が何かの理由で行 くことを話 し手が聞き手に知 らせるような場

合でない限 り､ 〔Ⅱ類動詞+去〕或いは 〔Ⅱ類動詞+走〕の表現を用いる必要はないO

〔∬類動詞十去〕 〔Ⅱ類動詞+走〕の 〔去〕 〔走〕な しに､ 〔Ⅱ類動詞〕で日本語 と同

じような事柄を表現することができる｡例えば､前に挙げた.例文(7)(8)(9)a

(7)△その人は急いでいたようで､さっき降 りる時に､傘を電車に忘れていってしま

ヱ主且_

〔那個人好像彼勿忙的棲子｡剛才下車的時候､抱傘墨宣電車上O〕

(8)△あの公園にはたくさん野良犬がいるそ うで､毎朝､多くの人がそこを通る時に食
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l 竿三言/BT冨£芸 L芸芸慧 ≡蓋 有彼多人緋 骨把食物姓 公園入 ｡慮｡〕

(9)△田中さん､今 日帰 りに一杯飲んでいきませんか.

〔田中先生､今天回家的時候､要不要圭旦一杯吃?〕

下線の部分はいずれも中国語でⅡ類動詞の後ろに 〔去〕或いは 〔走〕を使わなくても正

確に情報を伝えることができる｡例えば､

(23)〔剛才下車的時候､把傘墨色電車上O〕

(24)〔毎天草上有彼多人経過時骨把食物盈盗公園入口虚｡〕

(25)〔田中先生､今天回家的時候､要不要室温一杯堀?〕

(23)I? 〔剛才下車的時候､把傘忘在電車上､重量了｡〕

(24)I? 〔毎天草上有彼多人経過暗合把食物塾生公園入口虚､塾生了｡〕

(25)-〔田中先生､今天回家的時候､要不要圭旦一杯､再走堀 ?〕

上に並べた例文(23)(24)(25)を例文(23)I(24)∫(25)'と比敏 してみると､(23)∫(24)I(25)'の文

の 〔就走〕 〔再走〕部分は明らかに過剰使用である｡

中国語では､動作主がある動作 ･行為を終え､動作主が何かの理由で遠 ざかっていく

ことを話 し手が聞き手に知 らせるような場面となると､ Ⅱ類動詞の後ろに 〔去〕或いは

〔走〕という動詞が用いられる'｡例えば､

(29)○友人とハイキングに行きます｡途中､友人に ｢少し疲れましたからここでちょっ

と休んでいきましょう｡｣と言いました｡

〔輿友人去郊鼠 走到一半､倣封友人説 ‥｢有鮎累丁､在道真鉢息一食旦再塵

堅｡｣〕

(30)○京都に行 く途中､奈良に住む友人の田中さんを訪ねました｡ ｢もう遅いか ら今夜

一晩泊まっていきなさ9､｡｣と田中さんが誘ってくれました｡

〔去京都的途中､揮訪了住在奈良的朋友田中小姐､田中小姐迦我住､弛説 :｢巳

経彼晩了､今晩畳在這裏住一宿再走｡｣〕

下線の文はいずれも中国語で 〔去〕或いは 〔走〕 という動詞が用いられる｡例えば､

〔埜昼丁倉見再も 〕 〔請住一宿再走o〕前後の文脈関係から明らか.であるように､二

っの文 とも､ ｢行 く｣ことが発話の重点であり､聞き手が気になるだろうと意識 して､

遠 ざかっていくことを知らせるわけで､Ⅱ類動詞が表す動作 ･行為は単にどうい う状態

で ｢行 く｣かを説明する役割をはたしている｡例えば､ ｢休んでいく｣は ｢休んでから
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の状態で行 く｣､ r泊まっていく｣は ｢泊まってからの状態で行 く｣ごとになるc Lた

がって､このような表現において､中国語ではⅡ類動詞の後ろに 〔去〕或いは 〔走〕の

動詞は不可欠である｡ ､r l

(五)結論

日本語 と中国語のⅡ類動詞の ｢動詞+テクル｣｢動詞十テイク｣ 〔動詞十来〕 〔動詞+

去〕或いは 〔動詞+走〕の表現を観察してきた結果､その発話形式を次のようにまとめ

ることができるO動作主が ｢来る｣或いは r行 く｣ことを話 し手が聞き手に知 らせるよ
ヽ

うな状況を除き､動作主がある動作 ･行為を終え､それから､話 し手に近づいてくる或

いは遠ざかっていくような状況を文脈がすでに擾示 している場合でも､中国語では 〔Ⅱ

類動詞+束〕､ 〔Ⅱ類動詞+去〕或いは 〔Ⅱ類動詞+走〕の表現において 〔来〕､ 〔去〕

或いは 〔走〕を述べる必要がないo Lたがって､中国語話者には､ rⅡ類動詞+テクル ｣

｢Ⅱ類動詞+テイク｣のような日本語表現を学習するときに､なじまないと感 じ､ ｢テ

クル｣ ｢テイク｣を脱落 して表現する現象が多く見られる｡

<注 >

(1)森田良行 ･松木正恵(1989)を参照｡

(2)例文の冒頭に付けている○印は中国語話者には遵和感が感 じられない日本語文｡

(以下同)

(3)中国語は 〔〕括弧の中に示される｡ (以下同)

(4)例文の冒頭に付けている△印は中国語話者にはなじまない日本語文｡ (以下同)
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